
報告会 十勝圏域

日時：令和2年2月1日（土） 13：30～15：00
場所：社会福祉法人北海道社会事業協会帯広病院（帯広協会病院）

プログラム

13：00 受付

13：25 オリエンテーション

13：30 開会挨拶 北海道看護協会 会長 上田順子

13：35 出向支援事業について 北海道看護協会出向支援事業コーディネーター 清野しのぶ

13：50 報告 帯広協会病院 看護部長 的場由紀子
副看護師長 堀内夏紀

医療法人社団博愛会 訪問看護ステーションあかしや 所長 石岡朋子

14：35 質疑応答・意見交換
15：00 閉会挨拶 十勝支部副支部長 横尾洋子

参加者：56名

出向した看護師は、生活者としての患者の姿を知り、入院生活が非日常であり早期に地域に戻す大切さを感じた。
帯広協会病院の方針が出向事業の内容とリンクし積極的に事業に参加した。次年度は、長期の出向を計画したい。

訪問STは、出向元の病院と連携が深めることができることがよかった。訪問看護師のよい刺激となった。

利用者がかかりつけ医に訪問STが作成した情報を文書で渡すが、返事がなく連携がとれない状況があると報告

ご意見より・・・看看連携の重要性がわかった。共通のサマリーを作成してはどうか

家族支援がないとすぐ施設入所を考えてしまいがちだが、患者の希望から在宅が可能な方法を考えていくきっかけにしたいと

思っています。


